
　

３
月
か
ら
４
月
に
か
け
て
は
、

進
学
や
就
職
・
退
職
、
引
越
し
な

ど
で
異
動
が
多
い
時
期
で
す
。

　

国
保
の
保
険
証
を
持
っ
て
い
る

人
が
転
出
す
る
と
、
倉
吉
市
で
の

国
保
資
格
は
失
わ
れ
、
保
険
証
は

無
効
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
進

学
や
特
定
の
施
設
に
入
所
す
る
場

合
に
は
、
医
療
保
険
課
へ
届
け
出

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
保

険
証
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
や
家
族
の
扶
養
に

な
っ
た
こ
と
で
国
保
以
外
の
保
険

証
が
で
き
た
と
き
、
ま
た
、
退
職

に
よ
り
健
康
保
険
が
な
く
な
っ
た

と
き
に
は
、
速
や
か
に
医
療
保
険

課
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
遅
れ
る
と
、
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
必
要
が
生

じ
た
り
、
保
険
料
の
二
重
払
い
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

制
度
が
違
う
保
険
で
支
払
わ
れ
た

医
療
費
を
、
全
額
返
還
し
て
い
た

だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

異
動
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
の
自

己
負
担
割
合（
病
院
で
の
窓
口
負

担
）は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
原
則

２
割
、
現
役
並
み
所
得
者
は
３
割

と
な
る
予
定
で
し
た
が
、
現
役
並

み
所
得
者
以
外
は
、
平
成
24
年
度

は
、
引
き
続
き
１
割
に
据
え
置
か

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
現
役
並

み
所
得
者
以
外
の
人
に
は
、
平
成

24
年
４
月
か
ら
も
引
き
続
き
、
１

割
負
担
と
な
る
こ
と
を
記
載
し
た

高
齢
受
給
者
証
を
、
保
険
証
と
一

緒
に
送
付
し
ま
す
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満（
現
役
並
み
所
得
者

以
外
）の
自
己
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
が

据
え
置
か
れ
ま
す

　

こ
れ
ま
で
は
、
限
度
額
適
用
認

定
証
、
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
は
入
院
の
際
に
し
か
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
４
月

１
日（
日
）か
ら
は
、
制
度
が
拡
充
さ

れ
、
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
た
と

き
も
、
限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
を

提
示
す
れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関

な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い
が
、
一
定

額
に
と
ど
め
ら
れ
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
な
ど
は
、

事
前
に
申
請
し
、
交
付
を
受
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法
、

自
己
負
担
限
度
額
な
ど
、
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

す
で
に
交
付
を
受
け
て
い
る
場
合
は
、

有
効
期
限
ま
で
は
そ
の
ま
ま
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
場
合（
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
）

　

70
歳
以
上
75
歳
未
満
で
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
人
に
、「
国
民
健

康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

は
、
保
険
証
と
合
わ
せ
て
提
示
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
受
給
者
証
は
、
70
歳
に

な
っ
た
月
の
月
末
ま
で
に
自
宅
に

郵
送
し
ま
す
。

　

翌
月
１
日（
１
日
生
ま
れ
の
人

は
誕
生
月
）か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

高
齢
受
給
者
証
に
つ
い
て

「国民健康保険証」
　を更新します

問医療保険課（あ２２―８１２４／い２２―２９５４）

３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
郵
送
し
ま
す

　

今
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

証（
保
険
証
）
の
有
効
期
限
は
、
３

月
31
日
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

４
月
か
ら
使
用
す
る
新
し
い
保
険

証
は
、
３
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か

け
て
、
簡
易
書
留
郵
便（
受
け
取
り

に
印
鑑
が
必
要
）で
送
付
し
ま
す
。

　

留
守
な
ど
で
新
し
い
保
険
証
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
一
定
期
間（
４
月
１
日

（
日
）ま
で
）、
郵
便
局
で
保
管
し
ま

す
。
そ
れ
以
降
は
、
医
療
保
険
課

の
窓
口
で
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
古
い
保
険
証
か
、
本
人

確
認
で
き
る
も
の（
運
転
免
許
証

な
ど
）と
印
鑑
を
持
参
し
、
お
い
で

く
だ
さ
い
。

保
険
料
所
得
申
告
書
は
必

要
な
世
帯
だ
け

　

税
の
申
告
を
し
て
い
な
い
人
な

ど
、
提
出
の
必
要
が
あ
る
世
帯
の

み
、
６
月
上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

所
得
申
告
書
が
送
付
さ
れ
た
世

帯
は
必
要
事
項
を
記
入
し
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
期
限
ま
で
に
返

送
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
証
の
更
新

2012.3（6）



国民健康保険と後期高齢者医療制度のお知らせ

　

平
成
23
年
中（
１
月
１
日
〜
12
月

31
日
）に
支
払
っ
た
国
保
と
後
期
高

齢
者
医
療
の
保
険
料
は
、
平
成
23

年
分
の
確
定
申
告
時
に
所
得
控
除

（
社
会
保
険
料
控
除
）
の
対
象
に
な

り
ま
す
。
申
告
漏
れ
が
な
い
よ
う
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
書
で
支
払
っ
た
領
収
書
を

紛
失
し
た
場
合
な
ど
、
年
間
の
保

険
料
納
付
額
が
分
か
ら
な
い
場
合

に
は
、
医
療
保
険
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

国
保
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

の
保
険
料
は
、
普
通
徴
収（
納
付

書
・
口
座
振
替
）、
特
別
徴
収（
年

金
引
き
）
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

納
付
し
ま
す
。

　

普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
る
人

も
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
、

特
別
徴
収
で
の
納
付
と
な
り
ま
す

（
特
別
徴
収
が
優
先
さ
れ
ま
す
）。

　

し
か
し
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
っ
た
場
合
で
も
、
申
し
出
を
す

る
こ
と
に
よ
り
、
口
座
振
替
に
よ

る
納
付
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

手
続
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
険
料
の
納
め
方

　

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
る
薬
に

は
、
新
薬（
先
発
医
薬
品
）
と
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
）

の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

効
果
や
安
全
性
が
認
め
ら
れ
、
医

薬
品
と
し
て
承
認
を
得
る
ま
で
に
長

い
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
新
薬
に

は
、
製
造
・
販
売
の
特
許
期
間
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
許
期
間

が
切
れ
た
後
に
、
新
薬
と
同
じ
有
効

成
分
で
つ
く
ら
れ
る
後
発
薬
が
ジ
ェ

ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
。

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
開

発
経
費
も
少
な
く
、
開
発
期
間
も

短
く
で
き
る
た
め
、
新
薬
よ
り
も

比
較
的
安
価
で
販
売
さ
れ
て
い
ま

す
。
利
用
す
れ
ば
、
薬
代
の
負
担

が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

使
用
の
際
は
、か
か
り
つ
け
の
医

師
・
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
保
険
証
や「
お
薬
手
帳
」

に
貼
る「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
シ
ー
ル
」を
、
医
療
保
険
課
と

関
金
支
所
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
存
じ
で
す
か

　

医
療
機
関
で
の
健
診
は
、
５
月

中
旬
か
ら
、
地
区
公
民
館
な
ど
で

の
健
診
は
６
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ

ク
は
６
月
１
日（
金
）
か
ら
協
力
医

療
機
関
で
始
ま
り
ま
す
。

健
診
を
受
け
て
自
分
を
知
ろ
う

平成２４年３月分から

協会けんぽ鳥取支部の

健康保険料率が
変わります。

９．４８％
【現行】

９．９８％
【平成２４年３月分から】

▼ ４０歳から６４歳までの人（介護保

険第２号被保険者）は、健康保険

料率に介護保険料率１．５５％が加

わります。

▼ 協会けんぽ鳥取支部の健康保険

料率は、平成２４年３月分（４月

納付分）から引き上げとなりま

す。例えば、４０歳未満の加入者

で、平均的な月収（２４万円）の保

険料負担額は、年間７，２００円増

え１４３，７１２円となります。

　 　協会けんぽの財政は、高齢者向

け医療への拠出金の過重な負担

や、伸び続ける医療費による支出

増加、また厳しい経済状況の影響

により保険料収入が減少し、保険

料率を引き上げざるを得ない状況

となりました。

▼ 協会けんぽ鳥取支部は、皆さんの

健康保持・増進のための取り組み

（健診・特定保健指導実施率の向

上、現金給付適正化、ジェネリッ

ク医薬品の使用促進など医療費適

正化等）を推進するとともに、国

に対しさらなる国庫補助の増額な

どを求めていきます。

　ご理解とご協力をいただきますよ

うよろしくお願いします。

問全国健康保険協会鳥取支部企画総務グ
ループ（あ０８５７―２５―００５１）

（7）平成 24.3



《倉吉市イメージキャラクター「愛称」決定》
たくさんのご応募、ありがとうございました。

問総合政策課（あ２２―８１６０／い２２―８１４４）

　

倉
吉
市
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
愛
称
」
募
集
に
は
、
県
内
各
地
よ
り
延
べ

９
５
９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

厳
正
な
選
考
の
結
果
、
倉
吉
市
上
大
立

在
住
の
福
有
愛
さ
ん（
23
歳
・
専
業
主
婦
）

の「
く
ら
す
け
く
ん
」に
決
定
し
ま
し
た
。

　

「
白
壁
土
蔵
群
の『
蔵
』に
日
本
人
ら
し
く

『
す
け
』を
組
み
合
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た『
〜

け
』は
倉
吉
の
方
言
で
も
あ
る
た
め
、
倉
吉

市
の
イ
メ
キ
ャ
ラ
に
あ
う
と
思
い
ま
し
た
」

（
福
有
さ
ん
）

　

今
後
、
く
ら
す
け
く
ん
は
、
着
ぐ
る
み
や

オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
、
名
刺
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
の
印
刷
物
に
使
わ
れ
、
皆
さ
ん
の
身

近
な
と
こ
ろ
で
活
躍
す
る
予
定
で
す
。

旬の話題やニュースをピックアップして紹介します。

です。よろしくネ d(^-^)!

持
参
す
る
物

：

通
知
ハ
ガ
キ

料　

金

：

登
録
済
の
犬　
　

２
，９
５
０
円

           

新
規
登
録
の
犬　

５
，９
５
０
円

　
　
　
　

犬
シ
ー
ル　
　
　

  　
　
　

80
円

※ 

動
物
病
院
で
注
射
を
受
け
た
場
合
は
、
環
境
課
、

ま
た
は
注
射
会
場
に
注
射
済
証
を
持
参
し
、
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※ 

犬
が
高
齢
、体
調
が
悪
い
時
は
注
射
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
日
を
改
め
て
ほ
か
の

会
場
か
動
物
病
院
で
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま
す
。

※ 

普
段
は
お
と
な
し
い
犬
で
も
知
ら
な
い
人
や
犬
が

多
く
い
る
会
場
で
は
興
奮
状
態
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

会
場
へ
は
、
犬
を
し
っ
か
り
と
お
さ
え
ら

れ
る
人
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

② 

首
輪
が
抜
け
な
い
よ
う
に
し
、
リ
ー
ド
を

短
く
持
っ
て
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
や

苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　ペットが人に危害を加えたり、近隣に迷

惑をかけないように十分な気配りをし、責

任を持って飼育しましょう。

■  犬の放し飼いは禁止されています。

■  ペットの遺棄は犯罪です。

■  飼い主のいない不幸なペットを増やさな
いために適切な繁殖制限をお願いします。

■  ペットの鳴声、排
はい

泄
せつ

のしつけをしましょう。

■  野良猫への餌やりによる苦情が増えてい
ます。野良猫に餌を与えている人は、飼

い主と同じ責任があることを自覚し、ご

近所に迷惑をかけないようにしましょう。

【平成２４年度犬の登録及び狂犬病予防注射日程】

実施日 時間 地区 実施場所

4月 4日Ы
13：30～14：00 明 倫 明倫公民館

14：15～14：55 成 徳
勤労青少年ホーム
(倉吉リフレプラザ)

4月 6日Э
13：30～14：10 上小鴨上小鴨公民館
14：25～15：05 小 鴨 小鴨公民館

4月 8日Ш
10：00～10：50 明 倫 倉吉市人権文化センター
11：05～11：45 上 灘 中部総合事務所駐車場

4月 9日Щ
13：30～14：00 上小鴨

あたごふれあい
人権文化センター

14：15～14：45 小 鴨 長坂新町公民館

4月10日Ъ
13：30～14：20 西 郷 西郷公民館

14：35～14：55 上 井 上井公民館

4月11日Ы
13：30～14：20 北 谷

北谷児童集会所
（ぬのこ会館）

14：40～15：20 高 城 高城公民館

4月12日Ь
13：30～14：20 上北条上北条公民館

14：40～15：20 上 井
社会福祉法人和
ボン・シャンス裏駐車場

4月13日Э
13：30～13：50 関 金 関金農村女性の家

14：10～14：30 関 金
関金町堀地区
多目的研修集会施設

4月18日Ы
13：30～14：20 社 社公民館
14：40～15：20 小 鴨 西倉吉駅跡

4月19日Ь
13：30～13：50 関 金

関金農林漁業者等
健康増進施設

14：10～14：30 関 金 市役所関金支所

4月20日Э
13：30～14：00 灘 手 灘手公民館
14：30～15：00 社 かがやき文化センター

4月23日Щ
13：30～14：00 上 井 上井町１丁目公民館
14：30～15：20 上 灘 上灘公民館

《犬の登録と狂犬病予防注射を行います》
犬を飼っている人は必ず登録し、予防注射を受けてください。

問環境課（あ２２―８１６８／い２２―８１３６）

飼い主の皆さん、飼い主の皆さん、
よろしくお願いしますワン！よろしくお願いしますワン！

【福有愛さんのコメント】

「連絡を受けた時は、ビッ
クリしたのと同時に、すご
くうれしくて『やった～！！』
と心の中でガッツポーズを
しました！今でもまだ夢の
ようで、実感がありません。
　倉吉市のお年寄りから小
さなお子さんまで、みんな
に愛されて、ゆくゆくは、
全国ゆるキャラで上位に入
るくらい県外の人にも愛
されるマスコットキャラク
ターになるといいですね」

2012.3（8）



《春季全国火災予防運動》
実施期間：３月１日（木）～７日（水）の７日間

問防災安全課（あ２２―８１６２／い２２―１０８７）

消
し
た
は
ず

　

   

決
め
つ
け
な
い
で

　
　
　
　
　

     

も
う
一
度

　

３
月
７
日
は
、「
消
防
記
念
日
」
で

す
。
ま
た
、
春
に
な
る
と
、
暖
か
く
、

乾
い
た
風
が
強
く
吹
く
よ
う
に
な
り
、

火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
毎
年
、
消
防
記
念
日
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
に「
春
季
全
国

火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

火
災
は
、
子
ど
も
や
高
齢
者
な
ど

が
犠
牲
に
な
り
や
す
く
、
ま
た
、
大

切
な
家
や
財
産
も
一
瞬
で
失
わ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

み
ん
な
で「
火
事
を
出
さ
な
い
」
と

い
う
火
災
予
防
意
識
を
も
う
一
度
確

認
し
合
い
、
倉
吉
を
火
災
の
な
い
、「
安

心
・
安
全
の
ま
ち
」に
し
ま
し
ょ
う
。

　

市
税
を
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
な
け
れ
ば
、
督
促
状
や
催
告
書

が
送
付
さ
れ
、
督
促
手
数
料
や
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
場
合
に
よ
っ
て
は
財
産
の
差
押
え
な
ど
の
滞
納
処
分
を

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
、
問
い

合
わ
せ
や
相
談
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
税
務
課
債
権
回
収
室
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

納
税
相
談
は
お
早
め
に

 

【
督
促
手
数
料
】

　

督
促
状
を
発
送
し
た
日
の
翌
日

か
ら
80
円
の
督
促
手
数
料
を
徴
収

し
ま
す
。

【
延
滞
金
】

　

納
期
限
ま
で
に
市
税
が
完
納
さ

れ
な
い
場
合
は
、
延
滞
金
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
金
額
は
、
滞
納
税
額

を
も
と
に
、
納
期
限
の
翌
日
か
ら

完
納
の
日
ま
で
の
期
間
の
日
数
に

応
じ
、
法
律
に
基
づ
い
て
計
算
し

ま
す
。

滞
納
す
る
と
加
算
さ
れ
ま
す

　

税
金
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
最
も
重
要
な
財
源
で
す
。

公
平
に
課
税
・
徴
収
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
市
税
を
滞

納
し
た
ま
ま
で
い
る
と
、
財
産（
給

料
・
預
貯
金
・
不
動
産
・
生
命
保
険
な

ど
）の
差
し
押
え
な
ど
、
滞
納
処
分

を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

昨
年
度（
平
成
22
年
度
）、
税

務
課
で
は
、
預
金
な
ど
の
差
押

を
２
９
６
件
執
行
し
て
い
ま
す
。

滞
納
処
分

市税の
納付を
お忘れなく！

ストップ！滞納
ストップ！滞納

問税務課債権回収室（あ２２―８１１３１３／／いい２２２２――１０８７１０８７）

ストーブは、燃えやすいものから離
れた位置で使用する。

ガスコンロなどのそばを離れるとき
は、必ず火を消す。

寝たばこは、絶対にやめる。

【３つの習慣】

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火
災警報器を設置する。

火災を小さいうちに消すために、住
宅用消火器などを設置する。

お年寄りや身体の不自由な人を守る
ために、隣近所の協力体制をつくる。

寝具、衣類、およびカーテンからの火
災を防ぐために、防炎品を使用する。

【４つの対策】

命
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〜
３
つ
の
習
慣
・
４
つ
の
対
策
〜

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は
、

平
成
23
年
６
月
に
全
国
で
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。
火
災
で
の
逃
げ
遅
れ

を
防
ぐ
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

を
で
き
る
だ
け
早
く
設
置
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、

適
切
な
維
持
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
防
火
パ
レ
ー
ド
】

と　

き

：

３
月
１
日（
木
）

と
こ
ろ

：

倉
吉
市
内
全
域

参
加
団
体

：

倉
吉
消
防
署
・
西
倉
吉

消
防
署
・
倉
吉
市
消
防
団

【
消
防
訓
練
】

① 

と　

き

：

３
月
２
日（
金
）
午
前
９

時
30
分
訓
練
開
始

　

と
こ
ろ

：

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

② 

と　

き

：

３
月
４
日（
日
）
午
前
８

時
20
分
訓
練
開
始

　

と
こ
ろ

：

丸
合
西
倉
吉
店

問
倉
吉
消
防
署（
あ
２
６
―

２
１
２
２
）、

西
倉
吉
消
防
署（
あ
２
８
―

２
１
１
０
）、

ま
た
は
市
役
所
防
災
安
全
課（
あ
２
２
―

８
１
６
２
／
い
２
２
―

１
０
８
７
）

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
爆
発

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
は
、
取
扱
い
方

法
を
間
違
え
る
と
、
爆
発
す
る
こ
と

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

２
台
以
上
並
べ
て
使
用
し
た
り
、

コ
ン
ロ
を
覆
う
よ
う
な
鉄
板
や
大
き

な
鍋
の
使
用
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ボ
ン
ベ
が
過
熱
さ
れ
危
険
で
す
。

（9）平成 24.3


